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1．　 目的

　米国で は既に STEM 教育改革が急速に進 められ

て い る、熊野（2012）によれば、こ の なかで 工学教育

の 重要性が 明らか に認知されつ つ あり、工学を「A
駒 必 甦 ど鰍 を満たプ庭 め〆ご｛勿爆

Pg
フ 廿 セ ヌ ・シ

ス テA の デヴ浤ン をブ畜 ため の 灘 だ つた 、 また擬 ク

返齣 る坂鰡 み の こ81と科学教育の新しい フ レー

ム ワ
ー

ク（2012）の なか には定義され て い ることが示さ

れ た
。

こ の 定義を受 け 、 本研究 で は、デザイン を 「逢

会 の 必難 r二 t スフだ翫 るため に蠍 薫 o〃 ユ
ー

シヨ ンジをつ ぐクだ ナこと」（齊藤，2013）とし、科学教育

の 中にこ うしたデザイン の 活動を取 り入れ ることを 目

指し、実践を展 開 した 。 そ の なか で 、
工 学的な課題

を解決す る過程 に統合される形 で 学ばれ る科学は

どの ようなもの であるか を見出すことを目指した 。

2 ． 方法

静岡科学館る
・
〈
・
るに お ける理数大好き教室 、 藤

枝市生涯学習セ ン ターにおけるわくわく科学教室に

お い て、STEM 教材を利用した科学教育を展開した。

その なか で 、  実験か ら分か っ たこ との 記述とそ の

人数、  工 学的な課題として 「うまくい か ない 理 由が

あるとしたらそれ は何か 」、   課題 は達成で きたか

（○ ・△ ・X の 3段階回答〉を書く欄をワークシートに用

意し、参加者による回答を分析し「あ」「い 」「う」の 3グ

ル
ープにまとめた。なお、紙面に は 理 数大好き教室

における
一

場面 の 結果を示す 。
6 つ の グラス を用い

て、「グラスハ ープを作り、曲を演奏する」とい う課題

を解決 する活 動を行っ た。（詳細に つ い て は当 日ハ

ン ドアウトを配布＞

3． 結果
　　 表 1 子どもによる分 かっ たこ との記 述一内容分析

表 1 に示したの は、参加者の 「わかっ たこと」に対

する記述をまとめたもの である。

表 2 うまく音程が取れない としたら、その理由は何か

い つ
・ドが疋 　b よ

・一　類の グラスでは音　が ・音が足りよ

い ⊃ 限られており、二 種類使うべ い a
・叩くもの かもし きであっ た。

・協力すれば

れない 。 ・ドーレ 、ミーファの 水の 量の よか っ た。

・．一
つ の 音階で 違い は変わるの で、何 c。入 ・

叩くものが変
の 正確な量の れてどう変わるかの公式は わっ ている。
差を求められ 作れない。水の量で決めな ・水の入れる

れば、音も正 かっ たら、上手に作れたか 量。
確になると思 も。
う。ドからレ 、レ ・基準のドが決まらなかっ た。
からミに変わる ・水の 量が間違っ て いた。
ときの 水の 量 ・グラス の 大きさも関係してい

の法貝「」性が分 ると思う。
からなかっ た。 ・練習不足。

三　 は達 で 　 し 二か ？

03，△ 1，×0， 02，△4，×0，＿、回。200 ，△ 3，x

無同答0 3，無回答 1

4． 考察

参加者は工 学的な課題 を解 い たり、 そ の 限界を認

識したりするなかで 、グラス ハ ープ の性質に つ い て 、

どう分析し、解釈した の だろうか。「あ」の 回答をした

グル
ー

プは、水の 量だけで 音程が決まっ て い るわけ

で はない とい う点に気づ い て い る。
工 学的にうまくい

かなか っ た点を的確に指摘しながらも 、 課題 は解決

できたとして い る。「い 」の 回答をしたグル ープは、水

の 量と音程とい う規則性に気づ い てい るが、楽器とし

て 曲を演奏するに は不十分さを感じて い ることが うか

がえる。 そ の ためか 、 課題は達成で きたか の 問い に

△ あるい は無回答で あっ た者が多い。「う」の グル
ー

プで は、嬾 1亅性を見出すまでに至 っ てい な い 。

5． まとめ

工 学的な課題を解決することに主眼を置い た場合

でも 、 現象の 規則性 を見出す とい う科学教育の
一

っ

の 目標を達成することはで きそうで ある。しか し、これ

まで の 学習指導要領に示され て い るような物化生地

の体系的な内容で あるとか 、科学的な概念等の 形で

今回 は学習を提供することがで きなか っ た 。 次の 実

践は 、学習指導要領に の っ とっ た STEM 教材の 開発

と並行で進めた い 。
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